




















～Studies on Synthesis of Fluorescent heterocycles～ 





































































機能性色素 (the functional dyes)の研究開発が盛んになった[1]。 
 
Table 1. The photochemical reactions and the properties [1]. 




















Table 2. The functional dyes [2]. 








































































     cyanine         hemicyanine        streptocyanine 




が見出された。Table 3 に示すように対称型シアニン系色素は中央のアルケニル基の n 数の増
加に伴い、λmaxが直線的に約 100 nm ずつ長波長移動することが知られている [3]c)。 
 















(in methanol) n=0 1 2 3 
λmax (nm) 423 557 650 758














Table 4. Effect of the substituent on the fluorescent aromatic compounds[4]a) 
置換基の種類 蛍光波長 蛍光強度 
-R, -SO3H 影響なし 影響なし 




-I, -Br, -Cl, -F, -SH 長波長シフト 減少 
-COOH 長波長シフト 著しく減少 
-CN 影響なし 増加 

































C. I. Fluorescent Brightener 52     trans-perinaphtoindigo          FITC (Fluorescein isothiocyanate)    
(蛍光染料)               (フォトクロミック用色素)     (蛍光免疫測定用試薬)       (マーカー用色素) 














ることは明らかである。そのため、1987 年に Eastman Kodak 社の C. W. Tang らが低電圧 (10 V
程度)・高輝度 (2000 cd/m2)・長寿命 (100hr)の 2 層型有機 EL 素子(電子輸送層＋発光層：Alq3(ト
リス(8-ヒドロキシキノリン)アルミニウム) / 正孔輸送層：TAPC (1,1-ビス[4-(ジ-p-トリル)アミ
ノフェニル]シクロヘキサン))を報告して以来、実用化に向けた研究開発が本格的に多くの企
業や研究者の間で行われている [7]。この中で、初の製品化である 1997 年の pioneer からのパ
ッシブマトリクスパネルの発売以来、現在も小型ディスプレイを中心に量産が行われている。 











































TPD ; blue             Alq3 ; green            DCM ; orange-red 
λmax=450nm (solid)             λmax=520nm (solid)          λmax=577nm (in CH2Cl2)  
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